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北
九
州
市
で
は
地
域
経

済
の
活
性
化
を
狙
い
、
総

合
評
価
方
式
に
つ
い
て
、

環
境
へ
の
配
慮
な
ど
の
評

価
項
目
を
全
国
に
先
駆
け

て
導
入
し
、
地
元
業
者
の

育
成
、
優
秀
な
技
術
者
や

安
心
・
安
全
な
現
場
の
確

保
、
職
員
の
技
術
力
向
上

を
図
り
ま
し
た
。

佐
賀
県
で
は
公
共
調
達

シ
ス
テ
ム
改
革
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
制
定
し
、

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
徹

底
や
チ
ェ
ッ
ク
機
関
の
充

実
、
建
設
業
の
構
造
改
革

札
幌
市
で
は
市
長
の
強

い
思
い
に
よ
り
、
子
ど
も

を
い
じ
め
や
虐
待
か
ら
守

る
、
ま
た
住
民
自
治
を
学

ば
せ
る
た
め
に
「
子
ど
も

の
権
利
条
例
」
を
制
定
し

ま
し
た
。
条
例
全
般
は
理

念
の
条
例
で
す
が
、
救
済

委
員
の
設
置
や
子
ど
も
ア

シ
ス
ト
セ
ン
タ
ー
の
開
設

に
よ
り
、
子
ど
も
た
ち
の

権
利
が
守
ら
れ
て
い
ま
す
。

江
東
区
で
は
、
理
念
型

で
あ
る
基
本
条
例
制
定
の

必
要
は
な
い
と
の
考
え
方

で
し
た
が
、
平
成
19
年
４

月
に
現
区
長
が
当
選
し
て

か
ら
条
例
化
へ
の
検
討
が

始
ま
り
、
20
年
４
月
１
日

に
「
地
域
経
済
活
性
化
基

本
条
例
」
を
施
行
し
ま
し
た
。

新
発
田
市
で
は
、
公
共

事
業
の
減
少
、
談
合
問
題
、

大
型
店
の
進
出
等
を
背
景

と
し
て
、
議
員
提
出
議
案

に
よ
り
「
中
小
企
業
活
性

化
推
進
基
本
条
例
」
を
、

商
工
会
議
所
か
ら
の
要
望

書
が
提
出
さ
れ
て
か
ら

９
ヵ
月
余
り
と
い
う
短
期

間
で
、
平
成
20
年
12
月
に

可
決
し
ま
し
た
。

【
意
見
・
感
想
】

江
東
区
は
、
人
口
増
加

や
、
中
小
企
業
が
多
い
な

ど
、
戸
田
市
に
似
て
い
る

神
戸
市
は
、
学
習
障
害

や
高
機
能
自
閉
症
な
ど
特

別
な
教
育
的
支
援
が
必
要

な
児
童
・
生
徒
の
実
態
把

握
や
き
め
細
や
か
な
指
導

を
目
的
と
し
て
、「
こ
う
べ

学
び
の
支
援
セ
ン
タ
ー
」

を
設
置
し
て
お
り
ま
し
た
。

兵
庫
県
西
宮
土
木
事
務

所
は
、
兵
庫
県
警
察
と
合

同
で
、
県
道
西
宮
豊
中
線

に
お
け
る
約
１
・
２
㎞
の

区
間
に
、
自
転
車
専
用
通

行
帯
「
自
転
車
レ
ー
ン
」

を
設
置
し
て
お
り
ま
し
た
。

職
員
の
意
識
改
革
に
よ
る

　
　
　
　
透
明
性
の
確
保
を

　
条
例
を
根
拠
に
市
全
体
で

　
　
　
子
ど
も
の
権
利
を
救
済

　
中
小
企
業
の
振
興
を

　
　
　
　
　
　
　
目
指
し
て

　
自
転
車
が
快
適
に
利
用
で
き
る

　
　
　
　
　
　
　
　
ま
ち
づ
く
り

▲ 5月 12 日　江東区役所にて
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行
政
視
察
レ
ポ
ー
ト

常
任
委
員
会

行
政
視
察
レ
ポ
ー
ト

等
を
実
施
し
、
職
員
の
意

識
改
革
を
図
り
、
不
正
を

許
さ
な
い
自
治
体
の
ト
ッ

プ
ラ
ン
ナ
ー
を
目
指

す
と
い
う
こ
と
で
あ

り
ま
し
た
。

【
意
見
・
感
想
】

総
合
評
価
制
度
に

つ
い
て
は
、
戸
田
市

と
事
業
者
双
方
に

と
っ
て
い
い
契
約
と

す
る
た
め
、
労
力
を

要
す
る
な
ど
の
問
題

点
を
改
善
す
る
こ
と

が
今
後
の
課
題
と
感

札
幌
こ
こ
ろ
の
セ
ン

タ
ー
は
、
精
神
保
健
に
関

す
る
専
門
的
な
総
合
セ
ン

タ
ー
で
、
平
成
21
年
か
ら

北
海
道
と
共
同
で
自
殺
予

防
対
策
連
絡
会
議
を
、
ま

た
、
庁
内
関
係
部
局
９
局

16
部
で
構
成
す
る
札
幌
市

自
殺
予
防
対
策
庁
内
連
絡

会
議
を
設
置
し
、
県
と
市

が
一
丸
と
な
っ
て
自
殺
対

策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

【
意
見
・
感
想
】

子
ど
も
の
権
利
条
例

と
こ
こ
ろ
の
セ
ン
タ
ー

の
両
事
業
は
共
通
し
て
、

地
域
・
学
校
・
家
庭
の

見
守
り
が
重
要
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
メ
イ
ン
と

な
る
部
署
が
横
の
組
織

を
ま
と
め
、
市
全
体
で

取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

そ
こ
が
一
番
重
要
で
必
要

で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

こ
と
か
ら
、
非
常
に
参
考

に
な
り
ま
し
た
。

新
発
田
市
で
は
、
設
備

資
金
に
お
い
て
市
内
業
者

に
発
注
し
た
場
合
の
み
融

資
利
率
を
通
常
よ
り
も

０
・
２
％
減
じ
て
適
用
す

る
と
い
う
こ
と
で
、
市
内

業
者
の
育
成
に
つ
な
げ
る

す
ば
ら
し
い
制
度
で
あ
る
。

ま
た
、
議
会
提
案
で
１
年

か
か
ら
ず
に
条
例
化
し
た

こ
と
を
称
賛
す
る
意
見
が

出
さ
れ
ま
し
た
。

「
自
転
車
博
物
館
サ
イ

ク
ル
セ
ン
タ
ー
」
は
、
地

域
社
会
の
一
員
と
し
て
、

古
く
か
ら
自
転
車
産
業

が
栄
え
た
地
元
の
堺
市

に
お
い
て
、
自
転
車
が

安
全
・
快
適
に
利
用
で

き
る
ま
ち
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
お
り
ま
し
た
。

池
田
小
学
校
は
、
あ

の
痛
ま
し
い
児
童
殺
傷

事
件
を
契
機
に
、
児
童

の
安
全
確
保
対
策
を
積

極
的
に
実
施
し
て
お
り
、

国
内
で
初
め
て
、
世
界

保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ)

か

ら
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ

ル
・
セ
ー
フ
・
ス
ク
ー
ル

の
認
証
を
受
け
ま
し
た
。

【
意
見
・
感
想
】

「
自
転
車
レ
ー
ン
」
の

現
地
視
察
は
、
安
心
し

て
快
適
に
自
転
車
を
利

用
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

を
検
討
し
て
い
く
上
で
、

大
変
参
考
に
な
り
ま
し

た
。
今
後
と
も
先
進
事

例
な
ど
を
踏
ま
え
、
市

民
の
皆
様
が
安
全
・
安

心
を
実
感
で
き
る
ま
ち

づ
く
り
を
考
え
て
ま
い

り
ま
す
。

健
康
福
祉
委
員
会

市
民
生
活
委
員
会 文

教
・
建
設
委
員
会

北
海
道
札
幌
市
／
札
幌
こ
こ
ろ
の
セ
ン
タ
ー

東
京
都
江
東
区
／
新
潟
県
新
発
田
市

兵
庫
県
神
戸
市
／
兵
庫
県
西
宮
土
木
事
務
所

大
阪
教
育
大
学
附
属
池
田
小
学
校
な
ど

▲
５
月
13
日

　
県
道
西
宮
豊

中
線
の
「
自
転
車
レ
ー
ン
」

▲

５
月
14
日

　
大
阪
教
育
大

学
附
属
池
田
小
学
校
に
て

委
員
会
は
、
議
案
や
請
願
の
審
査
の
ほ
か
に
、
所
管

の
範
囲
で
調
査
事
件
を
定
め
、
能
動
的
に
市
政
に
関
す

る
調
査
活
動
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

戸
田
市
議
会
で
は
、
調
査
事
件
の
ほ
か
に
各
委
員
会

で
年
間
テ
ー
マ
を
設
け
て
、
い
ろ
い
ろ
な
調
査
活
動
を

し
て
い
ま
す
。

開
催
予
定
は
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。

委  員  会

総 　 　 務

文教・建設

健 康 福 祉

市 民 生 活

年 間 活 動 テ ー マ

1. 公契約のあり方

1. 今後の給食単独調理場の建設

2. 自転車の似合うまちづくり

1. 高齢者施設の研究

2. 子どもの権利条例制定の研究

3. 福祉保健施設活用の研究

1.( 仮称 ) 戸田市中小企業振興　
　条例

新
た
な
テ
ー
マ
で
動
い
て
い
ま
す

　【
委
員
会
テ
ー
マ
別
の
年
間
活
動
】
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じ
ま
し
た
。
ま
た
、
公
共

調
達
シ
ス
テ
ム
改
革
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ

い
て
は
、
透
明
性
の
確
保

は
も
と
よ
り
、
こ
の
よ
う

に
明
文
化
す
る
こ
と
で
職

員
の
意
識
改
革
を
徹
底
す

る
こ
と
が
大
事
と
感
じ
ま

し
た
。

閉
会
中
に
実
施
し
た
視
察
に
つ
い
て
、
６
月
４

日
の
本
会
議
冒
頭
に
各
委
員
長
か
ら
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▲ 5月 12 日　札幌こころのセンターにて

総
務
委
員
会福

岡
県
北
九
州
市
／
佐
賀
県

◀
５
月
13
日

　
北
九
州
市
役
所
に
て

【
請
願
・
陳
情
】

皆
さ
ん
の
意
見
を
市
政
・
議
会
に
！

９
月
定
例
会
へ
の
提
出
期
限
は
８
月
27
日
で
す
。

提
出
に
あ
た
っ
て
は
、
請
願
の
件
名
・
要
旨
・
理
由
の
ほ
か
、

紹
介
議
員
の
署
名
、
提
出
者
の
住
所
・
氏
名
を
記
載
し
、
押
印
の

上
、
議
会
事
務
局
に
に
提
出
し
て
下
さ
い
。

陳
情
は
、
紹
介
議
員
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
議
場
配
布
の

み
の
取
り
扱
い
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
承
知
お
き
下
さ
い
。


